
両極打法で石器を作る　　　今日は，河原で石器作りをします。まず，安定した大きな石を台にしま

しょう。ナタのように振るえる握りやすい石がハンマーになります。道具がそろったら，石器の材料と

なる扁
へんぺい

平な石をさがしてください。円または楕円形の石が礫
れきせきすい

石錘，長めの石は打
だ

製
せい

石
せき

斧
ふ

の材料になりま

す。全ての準備が整ったら，台に石を立てて，その上の縁をハンマーで敲
たた

きましょう。…だから，石の

置き方は，横ではなく縦，立てる。聞いてますか？　　　　　　（2012.10.13　ふるさと考古学⑧石の考古学）

C
O
N
T
E
N
T
S

第10回企画展　旅する「十王台式」／公開講座「ひたちなか市の考古学」第６回

｢出会い，別れ，そして夢考古学の旅路｣　第10回　勝田市の遺跡の調査 (3)　（川崎純徳）

資料紹介　縄文時代後期の宮前貝塚から出土したカワシンジュガイ　（黒住耐二）

展示資料紹介　奈良・平安時代の魚網錘―ひたちなか市出土土錘の類型について―　（佐々木義則）

ひたちなか市内の発掘調査2012 横穴墓を歩く⑨　中田横穴墓　（樫村友延）

１ケース・ミュージアム 25　古墳時代の色 １ケース・ミュージアム 26　鷹ノ巣遺跡発掘調査速報展

ひたちなか市の古墳①　川子塚古墳と磯崎東古墳群 歴史の小窓⑩　ただの石？―敲石 ほか
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｢

十
王
台
式｣

と
い
う
土
器
群　

｢

十
じ
ゅ
う
お
う
だ
い

王
台
式｣

と
は
、

弥
生
時
代
後
期
後
半
と
い
う
時
期
、
茨
城
県
の
北
部
を
中

心
と
し
た
地
域
に
分
布
す
る
土
器
群
の
名
称
で
す
。
土
器

の
上
半
分
に
は
櫛く

し
が
き
も
ん

描
文
が
、
下
半
分
に
は
縄
文
が
付
け
ら

れ
て
い
て
、隙
間
を
あ
け
て
縦
に
区
画
さ
れ
る
櫛
描
文
と
、

付
加
条
第
二
種
を
用
い
る
縄
文
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
個
性
を
見
極
め
る
こ
と
に
よ
り
、
破
片
で
あ
っ
て
も
、

他
の
土
器
群
と
は
区
別
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

他
の
土
器
群
が
伴
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
同
じ
時

期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証

あ
か
し

で
す
。
区
別
さ
れ
た
の
は
、

異
な
る
地
域
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
考
え

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
域
の
「
十
王
台
式｣　

ひ
た
ち
な
か
市

域
で
は
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
武た

け

田だ

・
船ふ

な

窪く
ぼ

と
い
う
二

つ
の
遺
跡
群
で｢

十
王
台
式｣

の
集
落
跡
が
調
査
さ
れ
ま

し
た
。
土
器
群
を
分
析
し
て
み
る
と
、｢

十
王
台
式｣

の

時
期
は
一
～
五
期
と
表
記
し
た
五
つ
に
、
地
域
は
久
慈
川

流
域
以
北
と
那
珂
川
流
域
以
南
と
い
う
二
つ
（
＊
）
に
細

別
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
武
田
・
船
窪
遺
跡

群
は
、｢

十
王
台
式｣
で
も
三
～
五
期
に
形
成
さ
れ
た
集

落
跡
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
那
珂
川
流
域
の

遺
跡
群
で
あ
り
な
が
ら
、
久
慈
川
流
域
以
北
の
土
器
群
が

多
量
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。

久
慈
川
流
域
の
遺
跡
に
も
那
珂
川
流
域
の
土
器
群
が
多
量

に
運
ば
れ
て
い
る
の
な
ら
、
相
互
的
な
交
渉
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
実
際
は
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
的
な
交
渉
に
見
え
る
、
こ
の
現
象
の
謎
が
今
回

の
展
示
を
企
画
す
る
動
機
と
な
り
ま
し
た
。

期   間 ： 2013年2月2日(土)～5月12日(日) 月曜休館（祝日の場合は翌日)

場   所 ： ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
〒312-0011 ひたちなか市中根3699 ℡029-276-8311

入場無料

(財)ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

開館時間 ： 9：00 ～ 17：00 (入館は16：30まで)

第10回企画展

―弥生時代終末の久慈川・那珂川流域―

旅する「十王台式」旅する「十王台式」
－弥生時代終末の久慈川・那珂川流域－

第 10回企画展

2013年2月2日（土）～5月12日（日）

久
慈
川
流
域
以
北

那
珂
川
流
域
以
南 武田西塙・263住 ぼんぼり山・4住

武田式西塙段階古期／新期

山崎・8住

武田式石高段階

大畑・1住

大畑式

薬王院東・39住

薬王院式

上岩瀬富士山・1住 岩本前・16住

小祝式梶巾段階古期／新期

十王台南・1住

小祝式糠塚段階

上岩瀬富士山・2住

富士山式

薬王院東・39住

（薬王院式）

１期 ２期 ３期 ４期 ５期

単節縄文（｢山田橋式｣ ｢吉ヶ谷式｣ など）

「十王台式」の細別

付加条第1種（｢二軒屋式｣｢根鹿北式｣など）

付加条第２種（｢十王台式｣）

＊鈴木素行　2012　「「小祝式」と「武田式」，それぞれの紡錘車」『ひたちなか埋文だより』第 36 号　参照

（十王台南・1 住）
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｢

十
王
台
式｣

、
西
へ 　

｢

十
王
台
式｣

は
、
本
来
の
分
布

を
離
れ
て
他
県
域
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
、
群
馬
県
域
の｢

樽た
る

式｣

を
目
指
す
西
へ
の
経
路
と
し

て
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
渋
川
市
の
有あ

り
ま馬

遺
跡
や
高
崎
市
の

日ひ

高だ
か

遺
跡
な
ど
、
い
く
つ
も
の
遺
跡
に｢

十
王
台
式｣

が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の｢

樽
式｣

の
地
域
ま
で
に
は
、
栃

木
県
域
を
通
り
ま
す
。
宇
都
宮
市
の
二に

け
ん軒

屋や

遺
跡
な
ど
で

は
、｢

二
軒
屋
式｣

に｢

十
王
台
式｣

が
伴
い
、
互
い
の
特

徴
を
融
合
さ
せ
た
土
器
も
製
作
さ
れ
て
い
て
、｢

十
王
台
式｣

と
の
交
渉
が
緊
密
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
ま
す
。
茨

城
町
の
大お
お

戸ど

遺
跡
群
は
、｢

十
王
台
式｣

の
二
～
五
期
に
形

成
さ
れ
た
拠
点
的
な
集
落
跡
で
す
。
こ
こ
の
土
器
群
に
は
、

｢

二
軒
屋
式｣

が
伴
い
、
互
い
の
特
徴
を
融
合
さ
せ
た
土
器

も
製
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
。｢

二
軒
屋
式｣

か
ら｢

樽
式｣

へ
の
交
渉
は
、
大
戸
遺
跡
群
の
集
落
が
掌
握
し
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。｢

樽
式｣

へ
の
経
路
は
、
陸
路
で
あ

り
、
群
馬
県
域
の｢

十
王
台
式｣

の
ほ
と
ん
ど
が
煮
沸
具
で

あ
る
の
は
、
道
中
に
携
帯
し
た
炊
事
具
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
戸
遺
跡
群
か
ら
は
、
持
ち
帰
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る

｢

樽
式｣

の
煮
沸
具
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
戸
遺

跡
群
の｢

十
王
台
式｣
に
も
、
久
慈
川
流
域
以
北
の
土
器

群
が
少
な
か
ら
ず
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

｢

十
王
台
式｣

、
南
へ　

も
う
一
つ
が
、
千
葉
県
域
の

｢

山や
ま

田だ

橋ば
し

式｣

を
目
指
す
南
へ
の
経
路
と
し
て
復
元
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
湾
岸
の
地
域
で
は
、
千
葉
市
の
村む

ら

田た

服は
っ

部と
り

遺

跡
と
市
原
市
の
南

み
な
み
な
か中

台だ
い

遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
茨
城

県
の
南
部
、
霞
ヶ
浦
に
ほ
ど
近
い
土
浦
市
の
原は

ら

田だ

遺
跡
群
で

は
、
在
地
の
土
器
群
に｢

十
王
台
式｣

が
伴
い
ま
す
。
こ
こ

＊筑波山の写真は，飯島一生氏よりご提供いただきました。

群馬県域「樽式」へ向かう旅は

筑波山を東に眺めながらの陸路

千葉県域「山田橋式」へ向かう旅は

筑波山を西に眺めながらの水路

左：｢二軒屋式｣ の煮沸具
　　（大畑・11 住）
右：「樽式」の煮沸具
　　（矢倉・19 住）

上：｢山田橋式｣
系統の貯蔵具

（西原・6 住）
下：「根鹿北式」
の煮沸具

（根鹿北・19 住）

大戸遺跡群の土器

原田遺跡群の土器
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か
ら
千
葉
県
域
ま
で
は
、｢

香か
と
り取

の
海｣

と
も
呼
ば
れ
た

現
在
の
霞
ヶ
浦
・
利
根
川
に
、
船
を
利
用
し
た
交
通
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
千
葉
県
域
に｢

十
王
台
式｣

の
大
き
な

貯
蔵
具
が
目
立
つ
の
も
、
交
通
手
段
の
違
い
に
よ
る
の
で

し
ょ
う
。
霞
ヶ
浦
沿
岸
域
か
ら｢

山
田
橋
式｣

へ
の
交
渉

に
も
、
大
戸
遺
跡
群
の
集
落
は
関
与
し
て
い
ま
し
た
。
さ

て
、｢

香
取
の
海｣

の
始
点
に
は
、
も
う
一
箇
所
、
現
在
の

北
浦
が
考
え
ら
れ
ま
す
。｢

十
王
台
式｣

が
分
布
し
、
拠

点
的
な
集
落
跡
は
大
洗
町
の
一い

っ
ぽ
ん
ま
つ

本
松
遺
跡
に
あ
り
ま
す
。

武
田
・
船
窪
遺
跡
群
で
見
た
現
象
は
、
久
慈
川
流
域
以
北

の｢

十
王
台
式｣

が
北
浦
を
経
由
し
、
南
へ
と
向
か
う
動

き
の
一
部
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

旅
の
成
果　

｢

十
王
台
式｣

が
西
や
南
へ
向
か
う
旅
の

目
的
は
、
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
外
来
の
物
を

検
討
し
て
み
る
と
、
斧
・
刀と

う

子す

・
鎌
な
ど
鉄
製
の
利
器
の

入
手
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
旅
は
、
鉄
器
を
豊
富
に
所

有
す
る
地
域
を
目
指
し
た
も
の
で
し
た
。
交
換
財
と
し
て
、

貯
蔵
具
に
は
米
が
満
た
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
へ
の
旅
が
陸
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
軽
量
な
布
を
考

え
た
く
な
り
ま
す
。｢
十
王
台
式｣

の
集
落
跡
に
は
、
糸

を
紡
ぐ
土
製
の
紡ぼ

う
す
い
し
ゃ

錘
車
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。｢

十
王
台
式｣

の
四
｜

五
期
に
、
千
葉
県
域
で
は
古
墳

が
出
現
し
ま
す
。
こ
れ
よ
り
、
千
葉
県
域
か
ら
茨
城
県
域

へ
の
進
出
が
始
ま
り
ま
す
。｢

十
王
台
式｣

と
土は

じ

き

師
器
が

伴
い
、
互
い
の
特
徴
を
融
合
さ
せ
た
土
器
も
見
ら
れ
ま
す
。

大
き
な
争
い
な
く
新
し
い
時
代
が
到
来
す
る
背
景
に
は
、

前
段
階
の
交
渉
で
構
築
さ
れ
た
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
素
行
）

土器に見る地域間の交渉(壁面) 威信財と鉄製の利器(平台) 分布と旅のルート(地図の間)

今回の企画展の開催及び本誌への記事の掲載にあたっては，以下の機関及び関係者からご指導とご協力を

いただきました。茨城町教育委員会・笠間市教育委員会・桜川市教育委員会・土浦市上高津貝塚ふるさと

歴史の広場・土浦市教育委員会・常陸太田市教育委員会・常陸大宮市教育委員会・常陸大宮市歴史民俗資料館・

日立市教育委員会・日立市郷土博物館・水戸市教育委員会，渥美賢吾・飯島一生・猪狩俊哉・石井聖子・

加藤　忠・川上晴雄・黒澤春彦・越田真太郎・西野　保（50 音順・敬称略）

０ 10cm
（縮尺 1/6）

古墳時代と「十王台式」の出会い（左：水戸市大塚新地遺跡２住，右：土浦市原田西遺跡 11 住）
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歴
史
の
小
窓　

そ
の
一
〇

た
だ
の
石
？
―
敲
石

　

古
代
の
住
居
跡
を
発
掘
す
る
と
握
り
こ
ぶ
し
大
の
石

が
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
の
石
？
。
き
れ

い
に
洗
っ
て
観
察
し
て
み
る
と
、
滑
ら
か
な
表
面
の
一

部
に
、
な
に
か
に
叩
き
つ
け
ら
れ
て
で
き
た
よ
う
な
荒

れ
た
面
（
使し

よ
う
こ
ん

用
痕
）
が
あ
り
、
敲

た
た
き
い
し石

で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
写
真
は
、
七
世
紀
後
半
の
武た

け
だ
は
ら
ま
え
い
せ
き

田
原
前
遺
跡

二
八
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
敲
石
で
す
。
敲
石
は
縄

文
時
代
で
は
お
な
じ
み
で
す
が
、
じ
つ
は
奈
良
・
平
安

時
代
に
も
出
土

す
る
石
器
な
の

で
す
。

　

敲
石
の
研
究

を
参
考
に
す
る

と
、
平
坦
面
に

使
用
痕
が
あ
る
敲
石
は
木
の
実
の
殻
を
割
る
の
に
使
わ

れ
、
側
面
に
使
用
痕
が
あ
る
敲
石
は
木
の
実
を
つ
ぶ
す

の
に
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。写
真
の
敲
石
は
、

平
坦
面
と
側
面
の
両
方
に
使
用
痕
を
も
っ
て
い
ま
す
の

で
、
両
方
の
使
い
方
を
さ
れ
た
石
器
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

月／日 演　　　題 講　　師

２／２（土） 群馬県域 ｢樽式｣ の土器と社会
高崎市教育委員会
若狭　　徹　氏

２／９（土） 茨城県域 ｢十王台式｣ の土器と社会
（財）ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

鈴木　素行　

２／ 23（土） 栃木県域 ｢二軒屋式｣ の土器と社会
しもつけ風土記の丘資料館
藤田　典夫　氏

３／３（日） 弥生時代後期の関東地方
明治大学
石川日出志　氏

公
開
講
座｢

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学｣

第
六
回

―
弥
生
時
代
後
期
の
北
関
東
―

「弥生後期に明瞭にあらわれた東西の人と
かものの活発な交流は，まさに，二千年後
に開通し，私が関わった北関東自動車道と
同じように東西の道というのはかなり重要
なルートであるということを示していると
いうことですね。特に栃木は，両側の真ん
中にありますので，非常に両側の文化，物
というものが，余計にあらわれているので
はないかということを実感するわけです。」

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　
　
藤
田
　
典
夫
氏

高
崎
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
若
狭
　
　
徹
氏

「ここ最近の発掘考古学の成果をみると，朝
鮮半島から入ってきたものが，日本海側を
流れてくるというルートがあったらしいとい
うことがわかってきました。日本海側をきて，
信濃川の河口から上がって，吾妻川を通っ
て群馬に入る。そして，この群馬の樽式文
化の連中を媒介しながら荒川ルートを通じ
て南の方に鉄を中継する。そういうふうな
役割を果たしている可能性が考えられる。」

明
治
大
学

　
　
　
　
　
石
川
日
出
志
氏

「いずれにせよ西日本でつくられたものがも
たらされている。髭釜遺跡の銅鏃。青銅製
の鏃が出てます。これは関東で作られてい
るとはとても思えません。この小さな，わず
か 4cm 足らずの小さな青銅の鏃ですけれど
も，濃尾平野，あるいはそれ以西の遠隔地
との交流を示す非常に重要なデータだとい
うことです。」

　

二
〇
一
三
年
の
二
月
二
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で

に
、
四
回
の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の｢

弥

生
時
代
後
期
の
北
関
東｣

は
、
第
三
回
の｢

弥
生
時

代
の
墓
制
と
社
会｣
の
続
編
に
相
当
し
ま
す
。
茨
城

県
域
に
つ
い
て
発
表
す
る
と
と
も
に
、
群
馬
県
、
栃

木
県
の
研
究
者
を
お
招
き
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
域

に
見
ら
れ
る
土
器
の
特
徴
、
復
元
さ
れ
る
地
域
社
会

の
姿
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
終
回
に
は
南

関
東
も
含
め
た
、
古
墳
時
代
前
夜
の
関
東
地
方
に
つ

い
て
総
括
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講座終了後のギャラリートーク

　

参
考
文
献　

志
田
諄
一
・
鈴
木
素
行
・
松
谷
暁
子 

一
九
九
八 

「
金
井
戸
の
ド
ン

グ
リ 

―
十
王
台
式
土
器
と
と
も
に
検
出
さ
れ
た
炭
化
種
子
―
」『
婆
良
岐
考
古
』

第
二
〇
号 

婆
良
岐
考
古
同
人
会

5



＊市内遺跡調査については，『平成 24 年度ひたちなか市内遺跡発掘調査報告書』が市内図書館等で閲覧できます。

　

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
度
の
ひ
た
ち
な

か
市
内
に
お
け
る
発
掘
調
査
は
、
市
内
遺
跡
調

査
の
ほ
か
、
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
の
範
囲
確
認

調
査
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
遺
跡
調
査
で
は
、
三
反
田
蜆
塚
遺
跡
で

古
墳
時
代
後
期
の
大
型
住
居
跡
が
調
査
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
磯
崎
東
古
墳
群
の
確
認
調
査
で

は
、
小
型
の
石
室
が
確
認
さ
れ
、
周
囲
を
方
形

に
巡
る
と
推
測
さ
れ
る
浅
い
周
溝
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
で
は
、
館
出
南
支
群
の

範
囲
確
認
調
査
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
多
く
の
横
穴
墓
の
存
在
が
確
認
さ

れ
、
今
後
の
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
成
果
と
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

№ 遺跡名 次数 所在地 月 種別 調査内容

1 岡
お か だ

田遺跡 20 次 三反田 4月 試掘 住居跡 1基 （時期不明） を確認。 弥生土器 ・土師器 ・須恵器 ・陶器が出土。

2 岡
お か だ

田遺跡 21 次 三反田 4月 試掘 住居跡 2基 （古墳後期 1， 時期不明 1）， 溝跡１条 （時期不明） を確認。 土師器 ・須恵器が出土。

3 岡
お か だ

田遺跡 22 次 三反田 6月 試掘 土坑 2基 （時期不明） を確認。 旧石器・縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・近世陶器が出土。

4 赤
あかさか

坂遺跡 1 次 赤坂 7月 試掘 遺構 ・遺物なし。

5 三
み た ん だ し ん ぼ り

反田新堀遺跡 17 次 三反田 7月 試掘 溝跡 2条 （中世後期 1， 時期不明 1）， 土坑 1基 （時期不明） を確認。 中世土器が出土。

6 東
ひがしいしかわしんぼり

石川新堀遺跡 3 次 東石川 8月 試掘 遺構 ・遺物なし。

7 川
か ご づ か に し

子塚西古墳群 2 次 磯崎 8月 試掘 遺構 ・遺物なし。

8 西
にしなかじま

中島遺跡 3 次 津田 9月 試掘 住居跡 2基 （奈良 1， 平安 1） を確認。 縄文土器 ・弥生土器 ・須恵器 ・土師器が出土。

9 上
か み ば ば

馬場遺跡 3 次 津田 9月 試掘
住居跡 3基 （奈良 1， 時期不明 2）， 土坑 4基 （時期不明） を確認。 縄文土器・弥生土器・土師器・

須恵器 ・近代瓦 ・磁器が出土。

10 上
か み ば ば

馬場遺跡 4 次 津田 9月 試掘
住居跡 1基 （平安）， 溝 3条 （時期不明）， 炭窯 1基 （近代） を確認。 土師器 ・須恵器 ・近代瓦 ・

磁器が出土。

11 東
ひがしいしかわうちご

石川内後遺跡 2 次 東大島 9月 試掘 遺構 ・遺物なし。

12 大
お お ぼ う ち

房地遺跡 17 次 金上 10 月 試掘 溝跡 4条（時期不明），土坑 1基（縄文後期），ピット 5 基（近世 1）を確認。 縄文土器・近世陶器が出土。

13 畠
はたのはら

ノ原遺跡 3 次 金上 11 月 試掘 遺構なし。 旧石器が出土。

14 東
ひがしいしかわしんぼり

石川新堀遺跡 4 次 東石川 11 月 試掘 遺構 ・遺物なし。

15 市
いちげかみつぼ

毛上坪遺跡 12 次 市毛 11 月 試掘 住居跡 14 基 （古墳時代）， ピット 2 基 （時期不明） を確認。 土師器 ・須恵器 ・礫が出土。

16 東
ひがしいしかわうちご

石川内後遺跡 3 次 東大島 11 月 試掘 遺構 ・遺物なし。

17 岡
お か だ

田遺跡 23 次 三反田 12 月 試掘
住居跡 6基 （奈良 ・平安 4， 時期不明 2）， 土坑 2基 （時期不明）， ピット 4 基 （時期不明） を確認。

土師器 ・須恵器が出土。

18 三
み た ん だ し い づ か

反田蜆塚遺跡 4 次 三反田 12 月 試掘 住居跡 2基 （時期不明），溝跡 1条 （時期不明）を確認。 縄文土器・土師器・須恵器・近世陶器が出土。

19 三
み た ん だ し い づ か

反田蜆塚遺跡 5 次 三反田 12 月 試掘 住居跡 1基 （時期不明）， 土坑 1基 （時期不明） を確認。 遺物なし。

20 磯
いそざきひがし

崎東古墳群 10 次 磯崎 1月 試掘 古墳 1基， 溝 2条 （時期不明）， 土坑１基 （時期不明） を確認。 遺物なし。

21 老
おいのづか

ノ塚遺跡 2 次 稲田 1月 試掘 遺構 ・遺物なし。

22 三
み た ん だ し い づ か

反田蜆塚遺跡 6 次 三反田 2月 本調査
住居跡 3基 （弥生後期 1， 古墳後期 2）， 土坑 5基 （近世 2， 時期不明 3）， ピット 44 基 （時期不明）

を確認。 縄文土器 ・弥生土器 ・土師器 ・臼玉 ・近世陶磁器 ・煙管等が出土。

23 柴
し ば た

田遺跡 3 次 中根 2月 試掘 住居跡3基 （縄文後期3），ピット 9基 （縄文後期3，時期不明6，） 土坑１基を確認。縄文土器・石器が出土。

24 雷
いかずち

遺跡 1 次 東石川 2月 試掘 住居跡2基 （古墳時代），ピット 4基 （時期不明），溝2条 （時期不明） を確認。縄文土器・土師器が出土。

25 高
こ う や ふ じ や ま

野富士山遺跡 7 次 高野 3月 試掘 ピット1基 （時期不明） を確認。遺物なし。

26 岡
お か だ

田遺跡 24 次 三反田 3月 試掘 住居跡1基 （奈良・平安） を確認。縄文土器・土師器・須恵器が出土。

2012（平成 24）年度市内遺跡調査一覧表

0 3000m

川子塚西古墳群

赤坂遺跡

三反田新堀遺跡

岡田遺跡

東石川新堀遺跡

東石川内後遺跡上馬場遺跡

西中島遺跡

大房地遺跡

畠ノ原遺跡

市毛上坪遺跡

三反田蜆塚遺跡

磯崎東古墳群

老ノ塚遺跡

柴田遺跡

雷遺跡

高野富士山遺跡

十五郎穴横穴墓群

新川

那珂川

中丸川

大川

本郷川

東海村

ひたちなか市

水戸市

那珂市

6

ひたちなか市内の発掘調査 2012　
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「
古
墳
時
代
の
色
」
で
ひ
た
ち
な
か
市
と
い
え
ば
、

真
っ
先
に
虎
塚
古
墳
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
虎

塚
古
墳
の
よ
う
に
石
室
に
み
ら
れ
る
色
は
非
常
に
特
殊

な
も
の
で
、
一
般
的
な
も
の
は
土
器
や
埴
輪
な
ど
に
塗

ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
こ
の
展
示
で
は
、
古

墳
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
、
ど
の
よ
う
な
色
が

見
ら
れ
る
の
か
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

装
飾
古
墳
の
色　

装
飾
古
墳
と
は
、
虎
塚
古
墳
の
よ

う
に
石
室
な
ど
に
丸
や
三
角
形
と
い
っ
た
幾き

何か

学が
く

文
様

や
武
器
な
ど
が
描
か
れ
た
古
墳
で
す
。
茨
城
県
内
に
は

一
八
基
の
装
飾
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
古
墳
に
み
ら
れ
る
色
は
、
赤
・
白
・
黒
の
三
色
で
す
。

顔
料
は
、赤
が
ベ
ン
ガ
ラ
（
酸
化
第
二
鉄
）、白
が
白
土
、

黒
が
黒
土
ま
た
は
炭
で
す
。
茨
城
県
以
外
の
装
飾
古
墳

で
は
、
こ
の
他
に
黄
・
緑
・
灰
の
三
色
が
あ
り
、
六
色

全
て
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
福
岡
県
桂け

い
せ
ん川

町
に
あ

る
王お

う
づ
か塚

古
墳
の
み
で
す
。

　

石
棺
の
色　

大
型
品
収
蔵
庫
に
展
示
し
て
い
る
鉾ほ

こ
のノ

宮み
や

古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
石せ
っ
か
ん棺
の
内
側
に
は
、
赤
色
が

み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
も
ベ
ン
ガ
ラ
に
よ
っ
て
塗
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
絵
で
は
な
く
石
室
や
石
棺
が

塗
ら
れ
て
い
る
例
は
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
例
で
は
、
ベ
ン
ガ
ラ
で
は
な
く
、「
水
銀
朱
」

が
使
わ
れ
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

土
器
の
色　

土
器
に
は
、
古
く
は
縄
文
時
代
か
ら
す

で
に
赤
色
が
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。古
墳
時
代
で
は
、真
っ

赤
に
塗
ら
れ
た
壺
や
十
文
字
状
に
塗
ら
れ
た
杯
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
色
が
塗
ら
れ
た
土
器
は
、
日
常

製
品
と
は
違
い
、
古
墳
に
お
供
え
し
た
り
、
マ
ツ
リ
で

使
用
し
た
り
す
る
「
特
別
な
土
器
」
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

埴
輪
の
色　

土
器
と
同
じ
よ
う
に
、
埴
輪
に
も
主
に

赤
色
が
み
ら
れ
ま
す
。
人
物
埴
輪
の
顔
に
み
ら
れ
る
赤

色
は
、
当
時
の
人
々
の
化
粧
を
表
す
も
の
か
も
し
れ
ま

虎塚古墳奥壁の一部

平成24年
9/29　　　　11/11
 開館時間：午前９時－午後５時（入館は午後４時30分まで）

〒312-0011　茨城県ひたちなか市中根３４９９　℡０２９－２７６－８３１１

休館日：月曜日(祝日の場合は翌日）日時

場所

入場無料
ひたちなか市埋蔵文化財調査センター

日

財団法人　ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

土

古墳時代の色古墳時代の色
－色の考古学－

１ ＣＡＳＥ ＭＵＳＥＵＭ Vol.25

せ
ん
。
ま
た
、
色
に
よ
っ
て
衣
服
や
甲
か
っ
ち
ゅ
う冑
を
表
現
し
た

も
の
も
み
ら
れ
ま
す
。
久
慈
川
下
流
域
を
中
心
と
し
た

地
域
に
は
、
赤
色
以
外
に
灰
（
青
）
色
が
あ
り
ま
す
。

灰
色
は
主
に
武
器
・
武
具
に
多
く
み
ら
れ
、
こ
の
地
域

の
埴
輪
の
特
徴
と
な
り
ま
す
。

　

顔
料　

遺
跡
か
ら
は
、
顔
料
そ
の
も
の
が
出
土
す
る

例
が
あ
り
ま
す
。
ひ
た
ち
な
か
市
鷹た

か

ノの

巣す

遺
跡
第
五
三

号
住
居
跡
か
ら
は
、
小
さ
な
壺
に
ベ
ン
ガ
ラ
が
入
っ
た
状

態
で
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
武
田
西に
し
は
な
わ塙

遺
跡
第

二
八
○
号
住
居
跡
や
東
海
村
下し

も
のノ

諏す

わ訪
南み

な
み

遺
跡
第
二
三

B
号
住
居
跡
等
で
も
ベ
ン
ガ
ラ
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
展
示　

今
回
の
展
示
で
は
、
秋
の
虎
塚
古
墳
壁

画
公
開
期
間
に
、
虎
塚
古
墳
の
奥
壁
の
一
部
を
初
公
開

し
ま
し
た
。
こ
の
資
料
は
、
一
九
七
三
年
の
石
室
調
査

の
際
に
床
面
に
落
ち
て
い
た
、
長
辺
が
一
五
㎝
ほ
ど
の

石
片
で
す
。
石
の
一
部
に
は
、
文
様
の
一
部
の
赤
色
顔

料
が
み
ら
れ
ま
す
。
資
料
保
存
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
収

赤彩された古墳時代の杯 （右） と青色顔料がみら

れる田
た び こ

彦古墳群出土の武人埴輪 （左）

蔵
庫
に
保
管

さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今

回
間
近
で
虎

塚
古
墳
の
色

を
見
て
い
た

だ
く
た
め
に

特
別
に
展
示

し
ま
し
た
。

（
稲
田
健
一
）



礫石錘の用途（2013.2.15）

　

二
〇
一
二
年
度
の
鷹
ノ
巣
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果

に
つ
い
て
は
、
前
号
の
『
埋
文
だ
よ
り
』
第
三
七
号
で

速
報
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
は
、
そ

の
成
果
の
一
部
と
し
て
、
古
墳
時
代
後
期
の
第
二
八
号

住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

第
二
八
号
住
居
跡
か
ら
は
、
甕か

め
・
甑

こ
し
き・

壺
・
高た

か
つ
き杯

・
杯
・

手
づ
く
ね
土
器
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
形
の
土
器
が
出

土
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
杯
は
完
形
の
も
の
が
十
点
以

上
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
杯
を
見
る
と
、
形
や
色
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
形
で
は
、
器
の
上
の
部

分
（
口こ

う
え
ん縁

部
）
に
注
目
し
て
下
さ
い
。
外
側
に
大
き
く

開
く
も
の
や
直
立
す
る
も
の
、
内
側
に
傾
く
も
の
、
中

間
に
段
を
も
つ
も
の
な
ど
を
観
察
で
き
ま
す
。
色
は
、

ベ
ン
ガ
ラ
が
塗
ら
れ
て
赤
い
も
の
、
漆
を
塗
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
黒
い
も
の
、
何
も
塗
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
内
側
に
放
射
状
に
細
い
線
（
ミ

ガ
キ
）
が
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
杯
は
、
住
居
の
床
面
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
住
居
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
当
時
の
人
々
が
、
い
ろ
い
ろ
な

形
の
杯
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
田
健
一
）

展示のようす
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（鹿嶋市教育委員会）

福島県いわき市

中
な か

田
だ

横穴墓

樫村　友延

（いわき市考古資料館）

　

国
史
跡
中
田
横
穴
は
、
JR
常
磐
線
い
わ
き
駅
の
南
東

方
約
八
・
八
㎞
、
薄
磯
海
岸
よ
り
西
方
に
一
・
一
㎞
の
い

わ
き
市
平
沼
ノ
内
字
中
田
地
内
に
所
在
し
て
い
る
。
太

平
洋
に
注
ぐ
滑
津
川
河
口
に
発
達
し
た
砂
丘
上
に
は

神か
み
や
さ
く

谷
作
古
墳
群
や
沼
ノ
内
古
墳
群
、
ま
た
、
太
平
洋
に

向
か
っ
て
張
り
出
す
凝
灰
質
砂
岩
か
ら
な
る
丘
陵
斜
面

に
は
、
八や

あ
ど幡

横
穴
群
や
餓が

き
ど
う

鬼
堂
横
穴
群
な
ど
、
中
央
に

劣
ら
ぬ
秀
品
揃
い
の
副
葬
品
を
出
土
す
る
古
墳
群
や
横

穴
群
が
数
多
く
所
在
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
中
田
横

穴
は
餓
鬼
堂
横
穴
群
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
南
端
に
位
置

し
て
い
る
。

  

中
田
横
穴
は
、
昭
和
四
十
四
年
一
月
二
十
日
、
県
道

小
名
浜
四
倉
線
の
工
事
中
に
発
見
さ
れ
、
直
ち
に
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
、
装
飾
さ
れ
た
第
一
号
横
穴
を
中
心
に

上
方
南
側
に
四
基
、
同
北
側
に
一
基
の
あ
わ
せ
て
六
基

の
横
穴
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
工
事
に
よ
っ

て
何
基
か
壊
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
横
穴

は
群
を
構
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年

五
月
、
第
一
号
横
穴
が
類
例
稀
な
る
横
穴
と
し
て
、
上

方
の
五
基
を
含
め
て
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
第
一
号
横

穴
に
は
三
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
ひ
と
つ
め
は
、

普
通
の
横
穴
と
異
な
り
玄
室
が
前
室
と
後
室
の
二
つ
の

部
屋
か
ら
な
る
複
室
構
造
で
あ
る
こ
と
。
入
口
側
の

羨せ
ん
も
ん門

部
端
か
ら
後
室
奥
壁
ま
で
六
・
六
七
ｍ
と
非
常
に

大
き
な
横
穴
で
あ
り
、
後
室
は
、
長
さ
二
・
六
ｍ
、
幅

二
・
八
ｍ
、
高
さ
二
・
二
八
ｍ
で
、
隅
丸
方
形
の
平
面
形

態
で
、
後
室
よ
り
規
模
の
小
さ
い
前
室
は
、
長
さ
二

ｍ
、
幅
約
二
・
一
ｍ
、
高
さ
約
一
・
七
ｍ
で
、
ほ
ぼ
方
形

の
平
面
形
態
で
あ
る
。
ふ
た
つ
め
は
、
後
室
の
側
壁
全

面
に
赤
色(

ベ
ン
ガ
ラ
）
と
白
色(

白
粘
土
）
の
顔
料

で
、
一
辺
約
四
○
㎝
の
三
角
文
様
が
三
段
に
装
飾
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
赤
色
の
三
角
文
は
、
上
段
が
逆

位
、
中
・
下
段
が
正
位
で
、
上
・
中
段
の
連
続
す
る
白

色
の
三
角
文
は
、
鋸き

ょ
し歯

状
を
呈
し
て
い
る
。
上
段
の
三

角
文
の
上
に
は
赤
色
の
横
線
文
が
描
か
れ
て
お
り
、
平

行
す
る
か
の
よ
う
に
三
○
数
個
の
釘
穴
状
の
凹
み
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
み
っ
つ
め
は
、
勾
玉
、
管
玉
な
ど
の

首
飾
り
、
青
銅
製
釧く

し
ろや

金
銅
製
耳
環
な
ど
の
装
身
具
、

金
銅
装
鞘さ

や
じ
り尻

金
具
、
鉄て

つ
ぞ
く鏃

、
両

り
ょ
う
と
う頭

金
具
な
ど
の
武
器
及

び
小こ

ざ
ね札

な
ど
の
武
具
、
わ
が
国
最
大
級
の
金
銅
製
馬
鈴

を
は
じ
め
鉄て

つ
じ
こ
ん
ど
う
ば
り

地
金
銅
張
の
雲う

ず珠
や
杏

ぎ
ょ
う
よ
う葉

な
ど
の
馬
具
の

ほ
か
、
土
器
、
珠し

ゅ
も
ん文

鏡
、
青
銅
製
蓋
、
石
製
紡ぼ

う
す
い
し
ゃ

錘
車
な

ど
、
約
千
四
百
点
に
及
ぶ
多
く
の
貴
重
な
副
葬
品
が
出

土
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

横
穴
の
形
態
や
出
土
し
た
副
葬
品
か
ら
、
中
田
横
穴

は
六
世
紀
後
半
代
の
横
穴
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
周
辺

の
古
墳
群
や
横
穴
群
の
調
査
成
果
を
も
含
め
、
当
地
を

東
国
の
古
墳
文
化
研
究
上
重
要
な
地
域
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
。

中田横穴墓実測図と出土遺物

中田横穴墓　
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川崎 純徳

出会い、別れ、そして夢考古学の旅路
第 10回　勝田市の遺跡の調査（3）　―虎塚古墳―

　

勝
田
市
史
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
い
く
つ
か
の
基
本
原

則
が
「
原
始
古
代
部
長
」
の
大
塚
初
重
先
生
か
ら
提
起
さ

れ
た
。
そ
れ
は
今
日
ま
で
出
土
し
た
勝
田
市
域
の
考
古

資
料
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
渉
し
ょ
う
り
ょ
う

猟
し
、
資
料
化
し
て

置
く
と
い
う
事
、
ま
た
発
掘
調
査
は
最
小
限
市
史
編
纂

の
た
め
に
必
要
な
も
の
に
限
定
し
て
実
施
す
る
と
い
う

事
で
、
東
ひ
が
し

中な
か
ね根

遺
跡
と
虎と
ら
づ
か塚

古
墳
の
調
査
が
提
示
さ
れ

た
。
こ
の
二
遺
跡
と
も
土
地
所
有
者
は
中
根
の
西
野
茂

信
さ
ん
で
あ
っ
た
。

　

東
中
根
遺
跡
は
筆
者
が
、
虎
塚
古
墳
は
大
塚
先
生
が

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
調
査
は
東
中
根
遺
跡
、
虎

塚
古
墳
と
も
一
九
七
一(

昭
和
四
六)

年
か
ら
調
査
に
入

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
は
学
生
運
動
が
活
発
で

あ
り
、
考
古
学
関
係
の
調
査
に
つ
い
て
も
調
査
阻
止
が

叫
ば
れ
て
い
た
。
勝
田
市
史
関
係
の
二
遺
跡
に
つ
い
て

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
筆
者
の
元
へ
も
学
生
運
動
か

ら
ビ
ラ
が
送
り
付
け
ら
れ
て
き
た
り
、
面
会
の
要
請
も

あ
っ
た
。
大
塚
先
生
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
東
中
根
遺
跡

は
一
九
七
一
年
夏
に
調
査
に
入
っ
た
が
、
虎
塚
古
墳
に
つ

い
て
は
一
九
七
一
年
度
は
測
量
調
査
の
み
で
発
掘
調
査

に
入
れ
た
の
は
一
九
七
三(

昭
和
四
八)

年
か
ら
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
流
れ
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
り
、

調
査
は
一
九
七
三
年
に
彩
色
壁
画
が
発
見
さ
れ
、
同
年

一
一
月
に
は
国
史
跡
指
定
答
申
と
異
例
の
速
さ
で
進
ん

で
行
っ
た
。

　

大
塚
先
生
の
調
査
に
は
学
ぶ
べ
き
大
き
な
特
徴
が
あ

る
。
馬ま
わ
た
り渡

埴
輪
製
作
遺
跡
の
調
査
で
も
、
常
に
見
学
者
・

市
民
を
意
識
し
、
懇
切
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て
お
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
虎
塚
古
墳
の
調
査
に
際
し
て
も
原

田
道
雄
さ
ん
を
中
心
に
し
て
「
青
空
考
古
学
教
室
」
が
連

日
開
か
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
石
室
内
部
の
調
査
状

況
な
ど
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
解
説
が
行
わ
れ
、
多
く

の
見
学
者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
の
大
き
な
特
徴
は
、
調
査
の
早
い
段
階

か
ら
保
存
科
学
の
分
野
の
研
究
者
の
参
加
が
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
前
年
に
発
見
さ
れ
た
奈
良
県
高た
か
ま
つ
づ
か

松
塚
古
墳

の
彩
色
壁
画
の
保
存
の
た
め
に
未
開
口
古
墳
の
内
部
の

状
態
を
科
学
的
に
知
る
た
め
の
調
査
が
並
行
し
て
進
め

ら
れ
た
。
調
査
は
発
掘
調
査
団
、
東
京
国
立
文
化
財
研

究
所
の
研
究
員
と
の
連
携
作
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、

市
長
を
は
じ
め
と
し
た
勝
田
市
役
所
関
係
者
、
多
く
の

市
民
の
協
力
体
制
が
い
つ
の
間
に
か
出
来
上
が
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
連
携
の
輪
が
史
跡
指
定
へ
と
突
き
進
ん

で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
埋
蔵
文
化
財
保
存
と
活

用
の
本
来
の
姿
が
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
保
存

と
活
用
は
と
も
す
れ
ば
矛
盾
し
か
ね
な
い
。
し
か
し
、

大
塚
先
生
の
方
針
は
最
初
か
ら
保
存
と
活
用
の
両
立
で

一
貫
し
て
い
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
公
開
施
設
が

誕
生
し
た
。
一
九
七
八(

昭
和
五
三)

年
に
虎
塚
古
墳
の

報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
虎
塚
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
関
係
者
に
よ
っ
て
何
度
と
な
く
語
ら
れ
て
き
た
の
で
、

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

＊
川
崎
純
徳
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
連
載
第
一
回

（『
埋
文
だ
よ
り
』
第
二
九
号
）
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

1973（昭和 48）年８月20日　虎塚古墳第１次調査の慰霊祭

（左から川崎，小林三郎氏，大塚初重先生　宮司は井上義氏）
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